ＫＡＳＳ《かず》システム

　行動規範ＢＯＯＫ　
平成１７年１１月２４日（修正）

平成１７年１２月１日（修正）

社団法人　京都府建築士事務所協会
ＫＡＳＳ委員会

ＫＡＳＳ<かず>システムは、建築主さまに安心・安全をお届けするために（社）京都府建築士事務所協会が考案した建築サポート制度です。納得して任せられる設計者・施工者選びをお手伝いするために、この行動規範を作成し、万全の体制でフォローします。

行動規範

Ａ、　透明性の明示　について

1） ＫＡＳＳメンバー（会員）

1 参加資格

2 実績プロフィール

2） コスト

1 ＫＡＳＳ利用料金表公開

2 設計工事予算書作成

3） 契約

1 設計業務：選任支援

2 委託契約以降：３当事者責任（お施主様・設計者・施工者）

　（協会は、３者の立場を重視し、いかなる場合も関与せず、契約から外れ、見守ります。）

3 施工者履行保証：協会ノータッチ

4） 成果

1 顧客満足度の公表

2 協会内評価：参加資格停止

3 設計性能評価書取得

4 建設性能評価書取得

5） 保証（契約当事者）

1 履行保証（設計）

2 １０年保証（地盤保証含）（施工）

3 完成保証（施工）

Ｂ、　ＫＡＳＳドメイン　について

　　　　　　以下のドメイン（提供価値）を掲げお客様に安心・信頼を提供する。

1 安心・安全・愛着の持てる住宅を提供する。

2 １０年保証のある家を提供する。

3 心の健康・体の健康・家の健康・地域の健康・地球の健康を守る住まいの実現。

4 自分・家族の『世界に一つだけの家』を実現。

5 地震・台風に対する法的根拠に基づく安心・信頼。

Ｃ、　ＫＡＳＳルール・基準　について　
　　　　　　ＫＡＳＳ会員に必要な能力を身に付け、お客さまの信頼を得られる様、明確なルール・基準

　　　　　を作成し、常に対応できるようにします。次ページより・・。

　　　　　　また、この「規範ＢＯＯＫ」を活用し、実施することを義務とする。

ＫＡＳＳ　ルール・基準　について

平成17年10月11日作成

ルール・基準に対する基本。

Ⅰ　事務所協会

　協会は、顧客に安心・信頼を与えるために、ＫＡＳＳ委員会を管理し、運営する。

　　①　ＫＡＳＳ委員会の管理。

2 顧客への安心・信頼を提供。

Ⅱ　ＫＡＳＳ委員会

　委員会は、協会の管理の基、顧客へ宣伝・広報活動を行い、設計・施工への教育を行う。

1 設計事務所・施工業者の管理。（資格管理、教育管理）

2 顧客への宣伝・広報業務。

Ⅲ　設計事務所・施工業者
設計事務所は、顧客への信頼責任を理解し、協会の一員として、製品を提供する。（製品＝図面・建物）

施工業者は、顧客への信頼責任を理解し、協会の一員として、製品を提供する。（製品＝建物）

1 参加資格に対する責任管理。

2 顧客への信頼責任。











設計・施工に対する基準

Ⅰ　設計事務所に対してのルール

１、会員条件

　下記内容を満足すること。

　ａ、以下①又は②に該当する事務所。

1 協会活動に積極的に参加している事務所。

2 ＫＡＳＳ事業に積極的に参加している事務所。

ｂ、③～④のいずれかに該当する事務所。

3 過去２年間に住宅設計監理の実績がある事務所。

4 過去２年間にＫＡＳＳ主催研修会に３回以上参加している事務所。

　　Ｃ、法令を遵守（コンプライアンス）する事務所。

　※　２年１回（３月）に会員の見直しを行う。

２、プラン応募提出条件

　　下記の書類を事務局へ提出すること。但し、袋綴じとする。

1 平面図（Ａ３版・カラー）（１／１００以上）

2 立面図・断面図（各１面以上）（１／１００以上）

3 外観パース（無着色）　　

4 仕様書・資金計画書　（地盤保証金明記）

5 概略工程表　　　（約何ヶ月程度）

6 プロフィール（事務所概要・実績etc､）

３、設計契約後の提出条件

　下記の①～③の書類を顧客へ提出。（法令順守）

1 設計図書（仕様書を含む）

2 打合せ議事録

3 概算予算書　　（別紙程度）

4 設計性能評価書　　　

5 パース又は模型

6 工事後　各種諸官庁検査済書

　　上記①～④、及び下記の書類を事務局へ提出。

7 設計・監理契約書（写し）

8 各種説明計画書

9 指示書一覧書

10 協会報告書

11 工事後　各種諸官庁検査済書（写し）

Ⅱ　施工業者に対してのルール

1、 会員条件

下記内容を満足すること。

　ａ、以下①又は②に該当する施工業者。

1 協会活動に積極的に参加している施工業者。
2 ＫＡＳＳ事業に積極的に参加している施工業者。
　　ｂ、以下③又は④に該当する施工業者。

3 過去２年間に住宅建築の実績がある施工業者。

4 過去２年間にＫＡＳＳ主催研修会に３回以上参加している施工業者。

　C、以下⑤及び⑧に該当する施工業者。

5 建設業者登録をしている施工業者

6 工事管理者に建築士又は建築施工管理技士を担当させられる施工業者

⑦　住宅性能保証制度に加入している施工業者。

⑧　完成保証制度に加入している施工業者。

　　d、法令を遵守（コンプライアンス）する施工業者。

　※　２年１回（３月）に会員の見直しを行う。

2、 見積入札提出条件

下記の書類を事務局へ提出すること。但し、袋綴じとする。

1 見積書

2 プロフィール（会社概要・実績etc,）

3、 工事着工提出条件

下記の書類を顧客へ提出すること。

1 工程表

2 １０年保証申請書

3 完成保証書

　　　上記の書類の写しを事務局へ提出すること。

4、 工事完了提出条件

下記の書類を顧客へ提出すること。

1 １０年保証書

2 打合せ議事録

　　　上記①及び②の写し、及び下記の書類を事務局へ提出すること。

3 協会報告書

Ⅲ　設計・施工への提出条件

調査員・評価員を設定し、それぞれの業務を行う。

　●　調査員

1 顧客と連絡を取りプラン作成への準備資料を作成　⇒　事務局へ提出。

2 設計プランの提出を受取り顧客へ提出　⇒　顧客から報告を受ける。（報告書作成）

3 報告書を事務局経由で各設計事務所へ提出。不成約の場合も。

4 見積入札の場合も同じように、顧客から報告を受け、書類を作成する。

　　●　評価員

　　　下記内容を評価し、事務局へ報告する。（顧客満足の調査）

1 顧客の信頼度に対する成果。

2 顧客が感じた事務所協会の対応。

3 顧客が感じた設計事務所の対応。

4 顧客が感じた施工業者の対応。

5 顧客の製品に対する成果。

Ｄ、　ＫＡＳＳ　ＳＹＳＴＥＭ（建築サポート制度）について

Ⅰ　ＫＡＳＳ〈かず〉

　　　公益法人が提供する住宅建築支援制度
　　　安心・安全・愛着の持てる住宅建築実現制度
Ⅱ　ＫＡＳＳ登録メンバー
　　　公益法人の中で公共の利益を優先に活動する建築事務所の実績あるプロ集団

Ⅲ　公益法人活動
　　　１）　悪徳リフォーム退治推進団体
　　　２）　耐震補強推進団体
　　　３）　建築無料相談団体
　　　４）　業界研修会・講習会主催団体
　　　５）　地震etc災害救助支援団体
Ⅳ　ＫＡＳＳ信頼保証
　　　１）　厳しいルール
　　　２）　高度な基準
　　　３）　透明性（会員・コスト・契約・ドメイン・保証）
　　　４）　ドメイン（提供価値)保証
　　　５）　コンプライアンス（法令の遵守）
Ⅴ　ＫＡＳＳの特徴
　　　１）　Ｓｔａｇｅ　１
　　　　　　　事務手数料のみで設計者選び
　　　　　　　　①　実績ある設計者からプラン選び
　　　　　　　　②　お気に入り設計者選び

　　　２）　Ｓｔａｇｅ　２
　　　　　　　納得のいくまで設計者面談
　　　　　　　　①　協会による選任支援
　　　　　　　　②　契約締結支援

　　　３）　Ｓｔａｇｅ　３　(設計段階）
　　　　　　　実施設計作業開始
　　　　　　　　①　コミュニケーションを重視する
　　　　　　　　②　ビジュアルな説明責任を果たす
　　　　　　　　③　要望とコスト制御の取れた設計を励行する
　　　　　　　　④　積算落しのない図面を作成する
　　　　　　　　⑤　コンプライアンスの励行
　　　４）　Ｓｔａｇｅ　４　(施工者選定）
　　　　　　　徹底した技術力とコスト管理力のある施工者選定
　　　　　　　　①　実績ある施工者選び
　　　　　　　　②　設計者と施工者の信頼関係構築
　　　　　　　　③　積算落しの禁止
　　　　　　　　④　建築主要望以外の追加変更の禁止
　　　　　　　　⑤　完成保証
　　　５）　Ｓｔａｇｅ　５　(工事監理）
　　　　　　　建築主参加の工事監理
　　　　　　　　①　協働作業として建築主の定例会議参加
　　　　　　　　②　法令に基づく公正な監理
　　　　　　　　③　コスト制御力を意識した工事監理
　　　　　　　　④　工事費等の透明性の明示
　　　　　　　　⑤　建築主顧客満足度１２０％の達成努力
Ｅ、　ＫＡＳＳ　て何？　について
　　　１）　ＫＡＳＳメンバーの顔を知らせる（公表する）
　　　２）　ＫＡＳＳ制度を分かりやすく示す
　　　　　　　　①　Ｓｔａｇｅ１　事務手数料のみで設計者選び
　　　　　　　　②　Ｓｔａｇｅ２　設計者に履行保証を立てる・契約締結支援
　　　　　　　　③　Ｓｔａｇｅ３　完成予想品のビジュアル化
　　　　　　　　④　Ｓｔａｇｅ４　工事監理　　（協働作業・追加＝０）
　　　　　　　　⑤　Ｓｔａｇｅ５　第３者による評価保証（性能表示）
　　　３）　ＫＡＳＳ利用料金
　　　　　　　　①　事務手数料（相談料）　　　　　別紙一覧表
　　　　　　　　②　設計・監理料　　　　　　　　　Ａ　＝　建築費　×　１２％
　　　　　　　　　　設計者選定　　　　　　　　　　　　　　　事務手数料（別紙）

　　　　　　　　　　基本設計（パース・模型）（Ｂ）　　　　　　　　Ｂ/Ａ＝２５％
　　　　　　　　　　確認申請（Ｃ）　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ/Ａ＝５％
　　　　　　　　　　実施設計（Ｄ）　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ/Ａ＝３０％
　　　　　　　　　　施工者選定（積算）（Ｅ）　　　　　　　　　　　Ｅ/Ａ＝１０％
　　　　　　　　　　工事監理（Ｆ）　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ/Ａ＝２５％
　　　　　　　　　　評価申請（Ｇ）　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ/Ａ＝５％

　　　　　　　　③　各種申請手数料　　　　　　　　　　　　　　１５万～２０万
　　　　　　　　④　事務手数料　　設計会員より契約時　　　　契約料の　８％

　　　　　　　　　　　　　　　　　施工会員より契約時　　　　契約料の　２.５％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＫＡＳＳ事業運営費・広報費に充当）
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